
最終更新日 2025年5月15日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 農林水産業などに関わる地域体験活動 希望する選考方法 書類審査後に面接

募集人数 2～3人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2025/8/25(月)～8/29(金)(予定) 主な活動予定場所
北海道新冠町・新ひだか町・日高町（生産牧場・育成牧場・養
老牧場、門別競馬場、新冠町役場など）

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 25,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

食費：2,000円✕5=10,000円

A36

競走馬のふるさと日高～牧場から学ぶ軽種馬(サラブレッド)産業の今と未来～

【本学学生】合同会社アポイワークス
（活動指導教員：医学系研究科 准教授 宮本 有紀）

新冠町役場

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

本プログラムは、学年や所属に限らず、広く多様な学生の参加を推奨しています。
そのため、 学部学生・大学院学生を問わず、熱意ある皆さまのご応募をお待ちしております。
ただし、以下に該当する方を優先的に募集いたします。

➣競走馬産業に特化した体験を通じて、特殊な産業構造や産業と地域との結びつきを学ぶ。
➣学生に競走馬産業の紹介や課題解決の視点を提供する。

■ 企画の背景と目的
新冠町（にいかっぷちょう）は北海道日高地方の真ん中に位置し、約110の牧場が集積する日本有数のサラブレッド生産地です。
軽種馬の生産・育成に強みを持つ一方で、少子高齢化や担い手不足などの地域課題にも直面しています。地域資源である「馬」を今後のまちづくりにどう活かすかは、重要な論点の
一つです。
本プログラムでは、馬と人との関係性を多角的に学ぶことを目的に、サラブレッドの生産・育成・競走・引退後まで、馬の一生に沿った現場体験を通して理解を深めます。
参加者は事前学習を経て、生産牧場・育成牧場・競馬場・養老牧場を訪れ、競走馬の生涯に関わる多様な価値観や役割を学びます。

■ 特色と学びの視点
華やかな現役時代に注目が集まりがちなサラブレッドですが、その一方で、引退後のキャリアや生活には十分な仕組みが整っておらず、多くの課題が残されています。
現役時代には、血統やスピードといった競走能力が主に評価されますが、引退後には人とのふれあいや教育・福祉・観光など、社会の中で果たす新たな役割が期待されるようになり
ます。
しかし、そうした役割が期待される一方で、それを支える「受け皿」がまだ十分に整備されているとは言えません。
すべての馬が第二のキャリアを得られるわけではないのが現状です。本プログラムでは、養老牧場の見学を通じて引退馬の生活や社会的な活用の可能性に触れ、「馬と人の関係性」
を現役と引退の両面から捉え直す機会とします。

■ 地域との対話
地域住民や高校生とのディスカッションを実施することで、参加者が現地で得た気づきや問いを共有し、地域の魅力や課題を見つめ直す場とします。

■ ねらい
競走馬の生涯を通じて「馬と共に暮らす地域」の可能性を探る本プログラムは、参加者にとって地域と出会い・学び・関わるきっかけとなることを目指しています。
また、地域にとっても外からの視点を受け止め、馬を軸にしたこれからのまちづくりを考える機会となります。

■ 事前学習（予定）
* 新冠町役場：軽種馬産業の概要や新冠における取り組みなど
* 生産牧場：サラブレッドの生態や日常の世話などについて
* 浦河町地域おこし協力隊 千本木さん：馬の利活用について

■ プログラム日程（予定）
* 【1日目】移動・オリエンテーション・歓迎会
* 【2日目】生産牧場での作業体験・乗馬体験
* 【3日目】育成牧場見学（日高軽種馬育成公社）・競馬場バックヤード見学（門別競馬場）
* 【4日目】養老牧場見学＋地域住民とのワークショップ
* 【5日目】最終発表・解散
※新千歳空港ー新冠間は公共交通機関が少ないため送迎します。
※生産牧場と養老牧場に関しては現在調整中です。

66,000円程度を予定

6,000円 × 4泊 = 24,000円（民泊利用の場合）
※相部屋となる可能性があります。参加者決定後のオリエンテーション時に相談の上、確定します。

➣家から成田空港までの交通費 約1,000 円✕2=2,000 円
➣成田空港から新千歳空港までの航空運賃 約15,000 円✕2=30,000 円(LCCを利用)
※航空券の購入時期によっては、記載の費用よりも高くなる場合があります

2日目の乗馬体験に関して、料金は合同会社アポイワークスで負担する予定ですが、乗馬のハイシーズンとなっており、馬の疲労度に
よっては実施できない場合もありますのでご了承ください。

参加する


